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本日のご説明内容

１．Daigas グループの概要

２．国のエネルギー供給に関する基本的な考え方

３．Daigas グループの脱炭素化への取組み

4. まとめ
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➢ 地域エネルギー企業として関西でガス事業を展開してきたことに加え、エネルギーの自由
化や海外市場の開拓に取り組み、 ガス以外の事業領域を拡大

１．Daigasグループの概要

創業 1905年

従業員数* （連結）21,404人

資本金* 132,166百万円

連結総資産* 3兆2,005億円

お客さまアカウント数 約1,089万件
内、ガス供給件数   約553万件
低圧電気供給件数   約252万件

（2025年3月時点）

関西の都市ガス
供給エリア

2025年3月期

■ 国内エネルギー事業

 都市ガスの製造・供給/販売、ガス機器販売、

 ガス配管工事、LNG販売、LNG輸送、

 LPG販売、産業ガス販売、発電/電気販売等

■ 海外エネルギー事業

 海外におけるエネルギー供給、
 発電、LNG輸送タンカー賃貸、

 天然ガス等に関する開発・投資

■ ライフ&ビジネスソリューション事業

不動産の開発及び賃貸、情報処理サービス、

 ファイン材料、炭素材製品の販売等 

国内エネルギー 

36%

海外エネルギー

45%

LBS

19%

セグメント利益

国内エネルギー 

81％

海外エネルギー

6％

LBS

13％

売 上 高

2兆303 億円

2026年3月期

1,976 億円

※セグメント間取引消去等のため合計は100%にならない
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2．国のエネルギー政策に関する基本的な考え方

①安全性
Safety

③経済効率性
Economic efficiecy

②安定供給性
Energy security

④環境性
Environment

・天然ガスは、地政学リスクが相対的に低く、天然ガスシフトは
 環境負荷低減に寄与
・電力供給のバックアップとしてコージェネレーションの導入拡
大

・資源外交等、サプライチェーンの維持・強靭化等に取り組む
・LNGの安定供給は火力発電と、都市ガスの観点から重要  
・天然ガスはカーボンニュートラル実現後も重要なエネルギー

・合成メタンの利用の拡大には、技術開発と同時に、投資が継続
される環境整備が重要

・カーボンリサイクルによるCO2削減価値の明確化

第７次エネルギー基本計画

さらなる天然ガスヘの燃料転換や徹底した省エネの推進

LNGの長期安定確保

e-メタン＊のコストダウンと生産・利用拡大

地球温暖化対策計画

省エネ性能の高い設備・機器の導入促進

エネルギーの地産地消、面的利用の促進

地域創生に資する地域脱炭素の加速

・地域における再生可能エネルギーとコージェネレーション・燃料
電池などの分散型エネルギーリソースを組み合わせた活用によ
る気候変動対策と防災・減災対策の効果的な連携

・燃料電池等の導入促進
・

・脱炭素先行地域と脱炭素の基盤となる地域脱炭素の推進

水素社会等の実現

・水素は合成メタン＊等の基盤となる材料であり、2050年ネッ
ト・ゼロ実現に向けた鍵となるエネルギー

出典：環境省「地球温暖化対策/令和7年2月」を元に当社にて編集 出典：経済産業省「第7次エネルギー基本計画/令和7年2月」を元に当社にて編集

＊一般社団法人 日本ガス協会の呼称は、e-メタン

＊一般社団法人 日本ガス協会の呼称は、e-メタン
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➢ 2050年カーボンニュートラル達成のためには、足元からCO2排出削減を進めてＣＯ２排出量
を抑制する必要があるが、民生・産業部門で 消費されるエネルギーの約6割が熱利用分野

➢ 産業分野の高温熱需要や、給湯設備の設置制約がある集合住宅・狭小住宅など、脱炭素化が困
難な領域はまだまだ多い

➢ これらについても、トランジション期の天然ガス利用拡大によりCO2排出量を削減しつつ、将
来的にはe-メタンへシームレスに移行し脱炭素化することを目指す

出典：エネルギー白書2020を

もとに日本ガス協会が作成

日本の民生・産業部門の

用途別エネルギー量

熱
約60%

電力

約30%

非エネルギー
(原料)
約10%

6割は熱需要

民生・産業部門の
エネルギー消費量

約9,700PJ/年

エネルギーの使用用途

出典：Daigasグループ カーボンニュートラルビジョン

産業分野の高熱需要

3． Daigas グループの脱炭素化への取組み
(1)熱利用分野における低・脱炭素化への貢献

https://www.osakagas.co.jp/sp/company/press/pr_2021/__icsFiles/afieldfile/2021/01/25/210125_3_1.pdf
https://www.osakagas.co.jp/sp/company/press/pr_2021/__icsFiles/afieldfile/2021/01/25/210125_3_1.pdf
https://www.osakagas.co.jp/sp/company/press/pr_2021/__icsFiles/afieldfile/2021/01/25/210125_3_1.pdf
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➢ 水素とリサイクルされたCO2
※1を合成して製造するe-メタンは、天然ガスとほぼ同じ成分であ

ることから既存の都市ガスサプライチェーンをそのまま利用して供給が可能な水素キャリア

➢ 都市ガスを利用されているお客さまは燃焼機器などの設備を変更すること無しに、カーボンニュ
ートラルな燃料であるe-メタンの利用が可能

(2)都市ガスのカーボンニュートラル化を担う、“e-メタン”

3． Daigas グループの脱炭素化への取組み



66

(3)Daigasグループによるエネルギーの低・脱炭素化ロードマップ

3． Daigas グループの脱炭素化への取組み

➢ 2030年までは省エネや既存技術を活用した低炭素社会へのトランジション、2030年からはCNエネル
ギ－導入による脱炭素社会へのトランジションを進め、2040年から革新技術によるCNエネルギーの普
及を拡大・加速して、エネルギートランジションを牽引

➢ 総合エネルギー企業としてS+3E※1を踏まえた最適なソリューションをご提案し、皆さまと共にカーボン
ニュートラル社会の実現を目指す
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(4)DaigasグループのCO2削減ロードマップ

3． Daigas グループの脱炭素化への取組み

➢ 中長期の事業環境には様々な不確実性が存在することから、Daigasグループとして複数
シナリオを想定(シナリオA・Bは国のシナリオ※1と整合)
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3． Daigas グループの脱炭素化への取組み

➢ Daigasグループは3つのメタネーションの技術開発・実証を通じて、e-メタンの早期社会実
装に向けた取組みを加速

(5)Daigasグループのe-メタンを実現する3つのメタネーション技術

※1 NEDO助成事業「気体燃料への CO2利用技術開発／大規模なCO2-メタネーションシステムを用いた導管注入の実用化技術開発
※2 環境省委託事業 「既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築・実証事業」
※3 国土交通省 「下水道応用研究」 ※4 NEDO ・グリーンイノベーション基金事業  「合成メタン製造に係る革新的技術開発  『 SOECメタネーション技術革新事業 』 」
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3． Daigas グループの脱炭素化への取組み
(6)Daigasグループの再エネ電源開発

➢ 様々なパートナーとともに、日本全国で幅広い再エネ電源種を開発・事業運営している

2025年12月末
発電所数

(運転中・FID済)

太陽光発電所 414
バイオマス発電所 10
陸上風力発電所 10
洋上風力発電所 2

合計 436

39 道府県で
再エネ電源を保有

Daigasグループ保有の再エネ電源
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※括弧内は発電所全体の設備容量

尻別（2.7万kW）

横浜町（4.3万kW）

野辺地陸奥湾（4.0万kW）

広川明神山（1.6万kW）

平生（0.9万kW）

葉山
（2.0万kW）

肥前/肥前南
（3.0万kW） 由良（1.0万kW）

印南（2.6万kW）

長崎県五島市沖
（最大1.7万kW）

洋上風力発電
陸上風力発電

陸上風力発電
(稼働10年以上)

複数海域において
事業化の可能性
について検討中
(公募運用ルールにて
詳細開示不可)

村上市及び胎内市沖
（最大68.4万kW）

事業者に選定

3． Daigas グループの脱炭素化への取組み
(7) Daigasグループの電力事業:風力発電

➢ 陸上風力は、国内トッププレーヤーに次ぐ規模まで拡大【発電容量約22万kW】

➢ 洋上風力は、1件稼働済、1件事業者選定、その他複数海域において事業化検討中
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➢ 大型バイオマス専焼発電所の開発に早期参画全国8か所、約45万kWの発電容量

徳島津田バイオマス（7.5万kW）

日向バイオマス（5.0万kW）

市原バイオマス（5.0万kW）

袖ヶ浦バイオマス（7.5万kW）

愛知田原バイオマス（7.5万kW）

松阪バイオマス（0.2万kW）

地元産木材による地産地消発電所

※括弧内は発電所全体の設備容量

広畑バイオマス（7.5万kW）

御坊バイオマス（5.0万kW）

3． Daigas グループの脱炭素化への取組み
(8) Daigasグループの電力事業：バイオマス発電
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三沢太陽光発電（1.0万kW）

小松太陽光発電（1.3万kW）

酉島／酉島第二 太陽光発電（0.3万kW）

勝央太陽光発電（0.1万kW）

Daigas大分みらいソーラー
（2.7万kW）

桑原城メガソーラー(No.4)
（1.2万kW）

雫石太陽光発電（2.5万kW）

茨城県北茨城市磯原町
特高発電所（3.5万kW）

ハル水戸太陽光発電（0.9万kW）

広川明神山太陽光発電
（0.1万kW）

由良太陽光発電(北・南)
（0.2万kW）

名張近鉄ガス八幡太陽光発電（0.1万kW）

※括弧内は発電所全体の設備容量

大型の主な発電所を表示

根木町太陽光発電（1.2万kW）

日立十王太陽光発電（5.6万kW）
倉吉太陽光発電（3.6万kW）

大分太陽光発電（3.9万kW）
佐野太陽光発電（4.2万kW）

3． Daigas グループの脱炭素化への取組み
(9)Daigasグループの電力事業：太陽光発電

➢ 全国400箇所、約70万kWの太陽光発電を保有・運営
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3． Daigas グループの脱炭素化への取組み
(10) DaigasグループのBCD対応

出典：Daigasエナジー株式会社ホームページを元に作成

ガスエンジン
コージェネレーション

➢ コージェネ―レーション（CGS）は、熱と同時に電気も作りだす分散型エネルギーシステムであり、
災害時など系統からの電気供給が途絶えた場合でも非常用電力の供給を行うことができる

➢ 建物が密集する都市部では、CGSを用いた熱・電気を面的利用することで、更なるCO2排出
量削減やBCD対応（災害時の避難拠点）を実現し、地域課題の解決を支援する
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4． まとめ

電化の困難な分野の
脱炭素化を推進

天然ガスなどへの
燃料転換

合成メタン＊などを
活用した対策

2040年

国の政策の方向性

＊一般社団法人 日本ガス協会の呼称は、e-メタン

２０５０年に向けた Daigas グループの活動

天然ガスへの燃料転換による
大幅な低炭素化、環境負荷低減

e-メタン導入による都市ガスの脱炭素化

コージェネレーション・燃料電池による
自立・分散型エネルギーの面的利用

安定供給性

Energy
security

Ｓ＋３Ｅ

経済効率性

Economic
Efficiency

環境性

Environment

安全性
Safety
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ご清聴 誠にありがとうございました。
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